
株式会社アシスト

株式会社アシストは、世界中のパッケージ・ソフトウェアを使って様々な課題を解決する、
パッケージ・インテグレーターです。ソフトハウスでもなく、メーカーでもなく、システム
インテグレーターでもありません。
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「パッケージ・インテグレーター」という新しいアプローチ
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いまや誰もが知っている「Oracle Database」。実はこのソフトウェアを初めて日本に広く
紹介したのはアシストです。アシストはソフトウェアを開発していません。その代わり、世
界中から優良かつどの企業でも汎用的に使えるパッケージ・ソフトウェアを発掘し、検証し
「アシスト認定ソフトウェア」として選定。それをベースに、お客様が実現したい課題解決
に必要な技術支援や使い方の研修、サポートを組み合わせて提供しながら、お客様の
「◯◯◯したい」の実現に、きめ細かく徹底的に貢献する。それがアシストの掲げる「パッ
ケージ・インテグレーター」です。



2万社を超えるノウハウを、
顧客の課題解決向けにソリューション化
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アシストの取引社数は、設立以来の累計で2万社。規模も業種も多種多様な2万社の対応で得
たすべてをノウハウとして蓄積してきました。つまり、アシストには、お客様から学ばせて
いただいた数だけ提案の引き出しがあるということです。

過去約半世紀にわたり、アシストがお客様先で度々目にしてきた光景は、「パッケージ・ソ
フトウェア」を導入しただけでは十分な効果が得られない、あるいは本来意図していた課題
解決につながらないという状況でした。

それに対してアシストでは、メーカー提供のソフトウェア以外に、アシスト独自の技術支援
を付加することでお客様の課題解決に貢献してきました。そしてA社で役立ったものが、B
社でも、C社にも有効であることに気づくと、アシストの独自支援メニューとして体系化し
たり、1種類のソフトウェアでは課題解決できない場合は、複数のソフトウェアを組み合わ
せて「ソリューション化」したりすることで、「パッケージ・インテグレーター」としての
付加価値を拡大してきました。

その結果、今では技術支援メニューの数が、数十種類に及ぶ製品もあり、お客様には「ただ
のソフトウェアの問屋だと思っていたので驚いた」とおっしゃっていただけることも増えて
きました。



アシストの強み─「解決、快結。アシストの超サポ」
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アシストはパッケージ・ソフトウェアを提供するだけでなく、独自に付加するすべての価値
に対して、「アシストの超サポ」というブランド名のもと活動しています。

お客様のビジネス課題をより深く理解して、その課題解決に真摯に、きめ細かく、使命感を
もって取り組むこと。その想いを込めたのが、「アシストの超サポ」というブランド名です。
また、キャッチフレーズは、課題を解決し、快い結果をもたらすことで、お客様と深い絆で
結ばれることを願い「解決、快結。」としました。



提案活動や、技術支援における「超サポ」
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アシストでは、ご導入いただいた「ソフトウェア」がお客様のビジョンや目標達成に貢献し、お客様
の企業活動に最大限の効果をもたらせるよう、3つのステップでご支援します。

１．お客様が目指されていることを、お客様以上に理解するよう努めます
２．経験や実績をもとに、信頼できるフレームワークや技術支援サービスを提案します
３．お客様が、導入された製品サービスを使いこなせるまで支援します

１．お客様課題の理解

まずは、営業担当とフィールド技術がお客様を訪問し、お客様課題をヒアリングします。お客様が実
現したいことを伺った上で、膨大な他社事例、実績をもとに、最適なソリューションを関係者で検討
し、ご提案します。

お客様が実現したいことを、将来像や潜在的な課題も含めて理解することで、お客様が「今求めてい
るもの」ではなく、お客様の「今後も見通した最適な提案」を準備するよう意識します。

２．信頼できる技術支援フレームワーク

お客様の実現したいことを整理し、パッケージ・ソフトウェアと合わせて、工数削減や効率アップに
つながる技術支援（フレームワーク、テンプレート、ソリューション含む）をご提案します。

Oracleデータベース技術ノウハウを集約・体系化した
技術支援フレームワーク「DODAI」

「DODAI」は、アシストのOracleデータベース技術ノウハウを集約・体系化したフレームワークで
す。2007年には、業界に先駆けて事前検証済みのスタック製品を提供開始していました。

IT業界は工数積み上げ方式の「時価」の技術サービスが慣例ですが、DODAIの技術支援フレーム
ワークに準拠した技術支援サービスはパッケージ化されているため、成果物、価格、工期の透明性を
提供します。サービスの品質は、サービスを受けるまで体感できないのが常識ですが、DODAI技術
支援サービスであれば、お客様はその品質を事前に確認することができます。また、本サービスは、
マルチデータベースを対象として提供している点もメーカーに依存しない独立性を誇るアシストなら
ではです。
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情報活用ソリューション「AEBIS」

絶対に失敗しない情報活用基盤作り、それが「AEBIS」です。“データ”を“価値ある情報”へ
昇華させるために、社内外に散在するデータを、どのように連携させ、どのように蓄積／管
理し、どのようにビジネスに活かすのか。フロントとなるBIツールだけでなく、データ統合
を担うバックエンドのシステムまでを考慮します。アシストでは、“データ”を「つなぐ」
「ためる」「いかす」「じゅんびする」の視点で捉え、“価値ある情報”へと変える、最適な
情報活用基盤の「組み合わせ」を提案します。

ITサービスマネジメント実践ソリューション 「ENISHI」

ENISHIは、IT基盤の運用改善を最適な形で行い、迅速に成果を上げるためのITサービスマ
ネジメント実践ソリューションです。アシストのこれまでの運用管理基盤の構築経験やノウ
ハウのすべてを集約し、フレームワーク化しています。IT運用基盤を高度化するための3つ
のステップと14の運用管理プロセス、さらに詳細に運用管理機能が定義されています。 ア
シストは、ENISHIフレームワークに基づき、最適なプロダクト、支援サービスなどの各種
実践ソリューションを提供しています。

３．使いこなし支援

アシストでは、導入した製品を最大限に活用していただけるよう、現場で役立つ実践型の研
修サービスを、独自のテキストとカリキュラムで提供しています。またお客様のご要望に合
わせたカスタマイズ研修や、お客様先でのオンサイト研修の他、研修後のアフターサポート
にも力を入れています。



トラブル対応の「超サポ」
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アシストでは、提案プロセスや技術支援サービスに加えて、トラブル対応においても、次の3つのス
テップからなる「超サポ」でご支援しています。

１．トラブルを起こさせないために、お客様情報の把握と、情報提供を欠かしません
２．トラブルが起きても、お客様ご自身で解決できるよう、ご支援します
３．自己解決できない時は、アシストがすぐに支援にかけつけます

１．トラブルを起こさない

これまでのトラブル対応の経験を基に、トラブルが起きそうになればそれを予知してお知らせします。
あるいは、お客様に代わってアシストがシステムを監視し、トラブルの予兆があれば未然に防ぐ対策
をお知らせします。

Oracle Databaseで提供している「アシストあんしんサポートサービス 」や「iDoctor監視サービ
ス 」はその取り組みの一例です。今後は、特定製品だけではなく、他のデータベース、システム運
用、情報活用分野においても同様のサービスを拡充していきたいと考えています。

さらに、システム運用にAIを活用することで、トラブル解決を迅速化できないか、さらには予防保全
を目的とする「予兆検知」も効率化できないかなど、AI活用の取り組みも開始しました。

２．トラブルが起きても、お客様ご自身で解決

アシストが持つ経験や技術的ノウハウをお客様と共有することを重視しています。その端的な取り組
みが、研修コースの1つとして開催されている、Oracle Databaseトラブル調査テクニック研修です。

また、アシストの技術者は、技術ノウハウや活用方法を、ブログとして公開するとともに、様々なメ
ディア媒体に記事を寄稿したり、講演活動を行ったりしています。今後もこうした技術者によるナ
レッジの共有化を積極的に行っていきます。

３．自己解決できない時は、アシストがすぐにかけつけます

アシストは、過去45年間、日々、お客様のトラブルを解決してきました。トラブルに関する知見や
解決策に関する情報量はどこにも負けません。「お客様が困っていたら、まずはかけつける」という
アシスト創立以来の精神は、これまでも、そしてこれからも変わりません。このトラブル対応で積み
重ねてきた経験知は、(1)未然防止と(2)自己解決のための基盤強化に活用していきます。



アシストの「超サポ」を体験されたお客様の声
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アシストでは「超サポ」を体験されたお客様から、多数のお褒めのお言葉をいただいていま
す。これからも、アシストの対応は「超サポ」と言っていただけるよう、全社一丸となって
ご支援して参ります。
※ 右端に マークがあるものは、詳細なウェブページがあります。

https://www.ashisuto.co.jp/case/industry/medical/astellas_support_2017.html
https://www.ashisuto.co.jp/case/industry/manufacture/hoyu_support_2017.html
https://www.ashisuto.co.jp/case/industry/public/yonden_support_2017.html
https://www.ashisuto.co.jp/case/industry/construction/shimz_support_2017.html
https://www.ashisuto.co.jp/corporate/column/users-voice/detail/1193025_2272.html
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